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1 はじめに
この研究は,東北地域における「地域農業複

合化推進のための技術開発に関する研究Jの一

貫として昭和54～57年度にかけて公立場所の地

域農業複合化技術開発試験として行われ,「水

稲―養蚕―畜産」を基本類型として福島,山形 ,

岩手の 3地域で実施されたものであり,既にそ

の成果は体系的,総合的に取りまとめられてい

る。また, 各地域での共通的課題である「地

域農業の複合化と有機物の循環利用」について

も同様に取りまとめられ報告されている
4七

そこで,今回はこうした一連の成果の中で未

利用資源としての養蚕残澄の飼料的利活用の面

に焦点をしばりながら,開発技術の技術的効果 ,

経済性並びに利用の組織化とその経営的評価に

ついて検討することにした。

2 東北農業と養蚕の展開

まず 東北農業と養蚕の展開方向についてみる

と,東北の農業は,Ю年以降稲作中心の農業生産

から徐々に畜産 ,果樹 野菜などの部門が拡大き

れてきている。しかし,稲作の生産カカ滴 く良質米
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の生産適地であるところから,その農業と農家

経済の大宗は稲作に大きく傾斜し依存している。

58年度の生産農業所得統計から農業粗生産額

の構成割合をみると,米484%,畜産241%,

野菜105%,果実83%,工芸作物39%で あ

り養蚕は14%と なっている。

このように東北農業生産の稲作にかたよった

生産構造において養蚕あるいは畜産を基幹とし

た複合経営が地域的にまとまりをもって地域複

合の一翼を担うものとして実現する可能性のあ

る地域は今後,数多く期待される。

東北地域の養蚕は,抑 粗生産額に占めるシェ

アーは222%であり,関東東山地域に次いで高

いシェアーを占めている。また,府県別では群

馬県の273%に次いで福島県159%は全国第 2

位の地位にある。そうした東北地域の養蚕の動

向についてみると表-1に示したとおりである。

養蚕農家は,零細飼育農家を中心に後継者難

と労働力の不足等から減少傾向を示し, ここ約

10年間で53%と半減している。また,桑園面積

で1ま50年の31,800に力)ら 58年に|ま25,800にとな

り6,000hcと 大幅な減少傾向がみられ ,掃立
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表-1 東北地域養蚕業の動向
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注 ▲印は収繭量/桑栽培面積とした。
資料 :農林水産統計年報より

卵量,収繭量についても同様に62～65%へ と減

少している。東北地域では48年の収繭量19,800

tをピークにその後年々減少傾向で推移してい

る。55年には近年にない低温 。日照不足等の異

常気象に見舞われたこともあって急激に減少し,

56年 には更に桑害などの影響によって12,400t

となり前年対比で約2,630t(△ 18%)の減少

がみられた。そして59年度では10,961tとなり,

48Tの ピーク時に比べて55%と ほぼ半減した。

(1)養蚕の地域別特化傾向

従来,養蚕は農山村,山村等の畑作地帯にお

ける農業経営 L重要な基幹作目として定着し,

商品作日として地域農業及び農家経済に大きく

寄与してきた。ここで地域農業という場合,地

域にはいろいろあるが,将来の養蚕の地域別発

展方向を考えて行く場合に行政の最少単位であ

る市町村の役割が非常に大きい。

そこで,市町村を単位として市町村農業の中で

養蚕がどのような位置にあるかを,農業粗生産

額構成比から,東北地域対比で特化係数を用い

て示したのが図-1である。ちなみに,特化係

数100と いう場合は,市町村の農業粗生産額構

成割合が14%であり,特化系数700以上とい

うのは粗生産額構成割合力Ю 8%以上を占めるこ

とを意味する。

図をみても明らかなように,東北地域では福

島県の阿武隅山系北部地域が最大の養蚕産地で

あり特化係数が7 1Xl以上と極めて高い地域となっ

ている。宮城県では県南東部,県北東部と西部

地域が,山形県では北村山,東南村山地域,そ

して西置賜地域がいずれも特化傾向にある。岩

手県では北上山系南部の東磐井,西磐井地域で

比較的特化が進んでいる。

なお,青森県では三戸地域,秋田県では雄勝

地域に産地が形成されているが,特化係数100

以上の市町村はない。しかし,いずれにしても

今後これらの地域を中心として養蚕農家の集団

育成による産地形成が大いに期待されるところ
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図-1東北地域における地帯別養蚕の特化傾向

である。

(2)養蚕振興の課題

以上,東北地域における養蚕についてその動

向と地域特化の傾向から農業生産構造における

養蚕の位置づけをみてきたが,今後,養蚕振興

の主要課題について二,三要約してみることに

する。

周知のように,近年,国内の農業生産は米を

はじめとして牛乳,果樹,野菜等主要作目の多

くが需給不均衡を生じ,作日別にそれぞれ需給

調整施策が進められてきており,繭生産につい

ても例外ではない。そうした中で各県とも農山

村,山村地帯の活力ある農業生産をめざし,農

業総合振興計画に基づく長期的な目標を樹立し

て養蚕振興を推進している。その主要な振興方

策としては, ① 養蚕を基幹作目として積極

的な規模拡大と経営技術の高度化, ② 共FEl

生産組織の要となる中核リーダーの育成と集団

活動の推進, ③ 生産集団間の緊密な連携と

協調による養蚕主産地への発展と地域複合経営

に調和した高能率養蚕団地の育成, ① 地力

増強のための有畜農家との連携強化による部門

間 。経営間補完, ⑤ 多回育飼育技術の普及

による生産力の増大と生産施設の近代化,など

があげられる。

そこでは,農家の家族労働力保有状況や作目

構成などを踏まえ,地域の立地特性を十分に生

かした経営・技術の普及推進,水稲 。畜産との

結合による複合養蚕農家の育成が重要とされて

いる。特に北上山系,阿武隅山系地域での広大

な桑園開発適地の賦存状況から,それらの開発

による経営規模の拡大をはじめ集団化,近代化

施設の整備などを進め,生産性の高い養蚕農家

群の育成並びにその担い手の育成が今後の養蚕

振興上の大きな課題であるといえよう
。
t

3 養蚕副産物等の畜産への利用技術

ある部門の生産物が再び生産要素として利用

されるとき,その生産物は中間生産物と呼ばれ

るが,それには作物及び養蚕残漕のように副産

物である場合と,飼料作物のように生産物が中

間生産物の性格をもつものとがある。副産物利

用の例をあげると表-2に示したとおりである。

例えば,稲作・麦作から供給される稲わら・麦

得等は,飼料,敷料,堆肥及び作物被覆材料と

して,ま たもみがらは敷料,育苗用くん炭等に

利用されている。野菜くず,残葉, くず果実は

飼料として利用され,養蚕での残条桑は飼料 ,

敷料堆肥に,蚕糞蚕漕は肥料として,そ して畜

産部門では家畜糞尿は厩肥,仔畜は肥育もと畜
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表-2 中間生産物利用の例

注 資料 :全国農業改良普及協会「農業経営改善ハ
ンドブック」

といった用途で中間生産物利用が行われている。

地域複合化研究の中心的課題として有機物の

循環利用がとり上げられ,中間生産物の利用技

術開発研究が精力的に進められた。それらは農

業生産における有機物の重要性 ,質的特性を生

かした利用方法をはじめ,地域間 。経営間の需

給調整などについて明ら力ゞ こするとともに,その

組織的利用方式の確立をめざすものであった。

東北の養蚕濃密飼養地帯では養蚕経営の専作

化と規模拡大が進む中で,高齢化・婦女子化に

よる基幹労働力の質的低下や,労働力利用の不

均衡,機械利用の低下,農地利用度の低下等が

現われ,更に,副産物等の作日間の有機的結合

が断たれ,地力減退による土地生産力の低下が

もたらされていた。こうした背景のもとで,養

蚕を中心に水稲 ,肉用牛 ,乳用牛を組合わせた

複合経営の展開がみられる。そうした中で従来 ,

廃棄又はそのま桑園に鋤き込まれていた養蚕残

潜の有効利用をはかるために,サイレージ化 ,

敷料・堆肥化の技術開発と組織的利用方式の確

立についての研究が進められ,飼料資源の確保 ,

桑園地力の増進,コ ス ト節減による生産性向上

と経営安定化といった技術的効果と経営的な評

価が行われた。

ここでは,特に養蚕残漕サイレージの技術開

発,組織的利用に問題を限定して検討してみる

ことにする。

(1)未利用資源としての養蚕残澄

まず,未利用資源としての養蚕残漕について

みると,従来,養蚕は桑を摘んで飼育し,蚕の

食い残した葉,葉脈,葉柄などの「蚕沙」は

「蚕糞」とともに乾燥あるいはサイレージにし

て利用されていた。しかし,現在では養蚕技術

の革新によって 3～ 4齢期より「条桑育」飼育

が行われ,桑の枝のまま給与堆積する方法がと

られるようになってきた。その場合,蚕の食い

残した枝がいわゆる「残条」といわれるもので

ある。養蚕は現在,年 4～ 6回の多回育飼養が

行われており,春蚕と夏秋蚕 (夏秋蚕は更に初

秋蚕,晩秋蚕,晩々秋蚕)に別けられるが,そ

のうち残条サイレージとして飼料化が可能なの

は夏秋蚕期のもので,春蚕期の廃条は,半分以

上が本質部でしかも太い条が多いため不適当と

されている。

条桑育残澄の排出量についてみると表-3及

び 4に示したとおりである。表-3の福島県蚕

試の場合,給桑量に対 して廃条量と蚕糞残漕

量は約73～75%相当が廃条残査量として排出さ

れる。これを収繭量 l k9当 たりでみると春蚕期

18_8k9,夏蚕期178k9,晩秋蚕期 19.7k9である。

また,表-4に示したように木幡地区 (福島)

の現地実態調査事例でも廃条残澄排出量は収繭

量 l k9当たり19_2k,と なっている。しかし,上

述したように実際に飼料資源として利用可能な

のは夏秋蚕期以降の条桑育残澄であり,収繭量

l k9当 たり193k。となる。

これらの数値を基礎に大雑把ではあるが,未
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表-3 蚕期別収繭量と条桑育残澄量 (福島蚕試)
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表-4 調査地区における廃条残澄産出量 (福島 :木幡地区)

1)R 春 蚕 夏 蚕 初秋蚕 晩秋蚕 晩 々秋 蚕 計

上 繭 出 荷 量 囮

廃条残澄産出量 it,

2.5835

1364

29,5715

526

28,667 4

562

71.4390

1.407

25.982 9

511

228,1“ 3

4.370

利用飼料資源として,昭和59年度における廃条   て飼料畑に換算すると約2,400hoに相当し,東
残漕量を夏秋蚕期以降を対象にして推算 してみ  北地域全体の飼料作物作付総面積に対して 1.7
ると,表-5に示したようになる。        %,福 島県では82%に相当する資源量である。

すなわち,収繭量 l kO当たり19 3kOと して飼   (2)条 桑育残漬の飼料仕向量
料利用可能条桑育残査量は東北地域全体では14   -般 に条桑育残澄利用量のすべてが飼料仕向
万1,000t(う ち,福島72%<10万 t>,山形   量とはならない。現状では,堆肥化されるのが
12%<1万 7,llC10 t>)と なる。この産出量は,   約19%,廃棄処分約80%,そ して飼料として利
青刈 トウモロコシ10a当たり6tの生産量とし  用されているのはわずか 1%程度に過ぎない。

表-5 条桑育残漕の排出量推計 (昭 59)

項 目

年 間 掃 立
量
(■1積 )

収
量

間
　
ｔ

年
繭

対   象
収
(中 )量

飼 料 利 用
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換
積脚面①

飼
算

飼料作物作
付面積対比
(%)

東

青

岩
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山

福

北

森

手

城

田

形

島

330 0
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22 4
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09

41 5

233 2

10,961 0

840

673 1

939 0

24 7

1,348 1

7.8916

7.325 0

66 3

460 2

6361

196

867 4

5,274 7

141,372 5

1.279 6

8,8819

12.276 7

3783

16 7408

101.801 7

2.3660

21 3

1480

2046

63

2790

1,696 7

17

007
03

14

005

25

82

注. 1 対象収繭量は夏秋蚕期以降のものを示した。
2 収繭量 l kg当 たり条桑育残澄量 19 3 kgと した。
3 飼料畑換算面積は青刈 トウモロコシ61/10`当 たりとして換算した。
資料 :農林水産統計年報より



表-6 条桑育残澄廃条利用計画 (福島 :木幡地区) (単位 :ha,t)

福島県の研究事例では,多頭酪農経営を中心と

して地域内自給の確立をめざし排出量の増加を

含めて廃条量の約25%をサイレージとして飼料

化し,残り75%を敷料・堆肥化 して桑園に還元

する。すなわち,廃棄量 0を目標として有効利

用をはかり,稲わら等購入飼料の節減をはかる

ことを改善計画の骨子として進められている

(表-6)。

なお,こ こでは少なくとも地域の基本営農類

型「水稲―養蚕―畜産」において,地域内有機

物循環の可能性と成立条件がその地域に備わって

いなければならないことはいうまでもない。そこ

で東北地域の各市町村ごとに養蚕特化係数と大家

畜飼養頭数を指標とし,総平均から指数化して 4

象限法でそれぞれ位置づけしたのが図-2であ

る。まず,第 I象限は相対的にみて養蚕特化傾

向が高く,大家畜飼養頭数の多い地域であり,

福島県では二本松,船引,東和,岩代,小高が ,

山形県では村山,自鷹,そ して宮城県では丸森

の各市町村が位置づけられる。また,第Ⅳ象限

は養蚕の特化係数はそれほど高くはないが,大

家畜飼養頭数の多い地域であり,福島県では郡

山,浪江,原町,石川,福島,相馬,鮫り|,山

形県では最上.尾花沢,上山,長井,宮城県で

は自石,角田,東和,本吉,そ して岩手県の大

東,一関,藤沢の各市町村がそれぞれ位置づけ

られ,東北地域全体で26か市町村がそれらの条

件をもつ地域ということができる。

4 条桑育残漬サイレージの実用

性と技術効果

条桑育残漕サイレージの実用性と技

術的効果について,サイレージ調製作

業,サイレージの品質,条桑育残漕の

収集,サイレージの家畜への給与量な

どの面から検討してみることにする。

まず,第 1にサイレージ調製につい

ては,養蚕農家から排出される廃条は

かなりの量に達し,これを上手にサイ

レージに調製し粗飼料として利用する

わけであるが,調製作業体系は図-3

に示したように廃条を細断してサイロ

に詰め込まれる。しかし,その処理は図-2 養蚕特化傾向と大家畜飼養頭数の関係

種 Яl
桑園面積

出 量 用  〈仕 向 )

lo当 たり 排 出 量 飼   料 堆   肥 廃   棄

現 状 目 標 現 状 目 標 現 状 日 標 現 状 目 標 現 状 目 標 現 状 目 標

残 漕

廃 条

計

)2“
65

12o

69

13o

1515

2"6

4311

1,766

3,328

5,0"

, 16

16

)1280

1,280

)327

827

,3314

3.814

)3468

,68



排出後 2～ 3日の間に速やかに行わないと変質・

腐敗するので,作業は養蚕農家又は畜産農家自

らか,あるいは共同作業で行うといった方法が

とられなければならない。しかし,後述の条桑

育残港の収集や利用の組織化とも関連してその

分担及び連携方法が問題となるところである。

図-3 廃条サイレージ調製作業体系

第 2は ,廃条サイレージの発酵品質と飼料価

値についてである。廃条サイレージの品質は

pH47(47± 02)と低く,フ リーク評点71～

84以上と高い。また,ア ンモニア態窒素含量比

(VBN/T一 N)63%前後と低く,調製方

法を誤らなければ良質のサイレージ調製ができ

る。また,廃条サイレージの飼料成分について

は,各蚕期の間ではそれはど大きな差はなく,

乾物率は木質部の多い春蚕期で高いが,他は大

体∞%前後,粗蛋白質11～ 18%,粗脂肪 3～ 4

%,粗繊維26～ 442の範囲内である。また,Ca

含有率はマメ科牧草に匹敵する高い飼料成分を

もっていることが明らかにされている。

第 3は ,条桑育残漕の収集についてであるが ,

個別複合経営で自己完結的に利用する場合は間

題はないが,地域複合的に地域内収集を図る場

合にはかなり広範囲にわたってその収集確保が

問題となる。また,畜産農家の周辺に廃条があっ

ても,相互の人間関係,作業機の能力や移動 ,

=連の処理作業労力,保留貯蔵施設の有無など

によって処理が制約される。多頭化の進んだ酪

農経営の場合,家族労働力のみでは広範囲の対

応は非常に難 しい。そこで,地域内における

廃条収集から利用仕向,処理,流通に至るまで

その調整を円滑化するためには機関ないしは組

織対応が必要となってくる。

表-7,8に 廃条の収集と利用状況,供給農

家との関係について福島県木幡地区での調査事

例を示した。表-7にみられるように供給農家

数と排出廃条量は年々増加する傾向を示し,廃

条量に対するサイレージ利用割合は77～80%前

後となっている。また,収集範囲についてみる

と表-8に示したように,運搬片道距離は 1～ 2

b位のところが供給戸数,収集廃条量とも多く,

なかには4b以上離れた養蚕農家からの収集も

みられる。

図-4は群馬県のF地帯の例であるが,酪農

家が何戸の養蚕農家から残条を収集しているか

をみたものである。収集する対象養蚕農家は平

均93戸 となっており,最 も多い戸数は21戸か

ら収集している。また,酪農家 1戸当たり収集

量は, ここでは掃立卵量箱数でみているが,最

低12箱から262箱 ,平均104箱相当分が収集さ

れ,1箱当たり廃条残澄量を平均4∞ kgと みれば

約42tがサイレージ原料として収集されている[

第 4に ,廃条サイレージの給与量についてみ

ると,給与量は家畜の種類によって異なるが ,

詰 お 網 数

鸞

笏

鶉

〃

多

図-4 酪農家 1戸当たり年間サイロ詰込
養蚕箱数 (群馬 :富士見町)

→ 1-―



表-7 廃条の収集と利用状況 (福島 :木幡地区)

年次 蚕 期 供給農家戸数
(戸 )

左の運搬延 (片道) 排lL廃条量

(kg)

ジ
量
一
　

＞

レ
産

、

イ

　

＜

サ
生

左の利 ll〕率

(%)
距 離 (km) 時 間 (分 )

蚕

蚕

蚕

蚕

蚕

秋

秋

嗽

計

春

夏

初

晩

晩

3

6

6

15

35

55

90

180

17

25

40

82

7.880

211.880

19,730

48,490

6301

16 7∞

15,800

38,81X

蚕

蚕

蚕

蚕

蚕

秋

秋

鰍

計

春

夏

初

晩

晩

4

4

16

13

37

37

37

24 2

172

488

‐８

‐８

９６

７７

∞

6820

6●o90

66140

46   940

126 490

5.500

5,31Xl

52.900

37.600

101,300 801

蚕

蚕

蚕

蚕

蚕

秋

秋

鰍

計

春

夏

初

晩

晩

8

11

17

14

50

97

11 2

29 2

237

73 8

44

51

1∞

94

295

22 030

16 620

“

 740

44.590

145 980

17.600

11,700

48.200

34.600

112.100 768

表-8 廃条供給農家と廃条収集量 (福島 :木幡地区 )

年

次
片道距離

P 同数 収 集 廃 条 量 囮

春 夏 初 秋 晩 秋 轍 計 春 夏 初 秋 晩 秋 嗽 計

lb未満
1～ 2″

2～ 4″

4b以上
計

3

3

２

　

４

　

一
　

一
　

６

1

3

2

6

3

10

2

0

15

一
　

一

7,880

7.880

5 700

15.180

20,880

1.2∞

10,740

7,790

19,730

6900(142%)

33 800(69 7)

7.790(16 1)

48,490( 100)

lb未満
1～ 2″

2～ 4″

4b以上
計

-  1

- 3

- 4

1

3

4

5

7

3

1

16

3

7

3

10

20

6

1

37

730

6 090

6 820

890

,700

6590

14.500

31.2∞

16 730

3.710

66 140

4.6∞

29.6∞

12,710

46940

20 750(16 4)

72590(574)

29,440(23 3)

3,710(29)

14490(llX)

l km未満

1^´ 2″

2～ 4″

4b未満
言十

- 2

-  5

-  1

- 8

2

8

1

11

3

9

3

2

17

2

8

3

1

14

9

30

8

3

50

2,440

16 2∞

3.360

22,0311

1,750

11.490

2,380

15,620

8,4∞

34,430

15,220

56611

63,74C

3.080

25.660

12.aXl

3 550

44,つ 0

15,700(10 8)

87.810(60 1)

33.260(22 8)

9.210( 6D

145,980( 100)

乳用牛では最大30k9/1日 当たりまで給与が可

能であり,最もよいのは10～ 15kOを他の良質粗

飼料と組み合わせて給与するのが良いという結

果がでている。また,繁殖肉用牛では10k9/1

日当たりをコーンサイレージの代替として給与

する (岩手の例)。 肥育牛では4k9/1日 当た

―-62-―



表-9 廃条サイレージの発酵品種 (福島畜試 )

年
　
次

成分

蚕期

pH
有 機 酸 の F]iCg

評 点

(% 備 考
総  酸 乳  酸 酢  酸 酪  酸

春 蚕

初  秋  蚕
晩  秋  蚕
無添加 (初秋蚕 )

45

52

54

57

24
25
27
33

18

1 1

20

06

06
14
07
17

0

0

0

11

80

55

78

0

63

15 1

107

218

`蜘 を
含まない

ヌ+sd・ 50± 05 25±02 16±05 09±04 71 0± 13 9 10 7 二L 44

蚕

蚕

蚕

秋

秋

春

初

晩

45
49
48

42
25
34

24

14

25

18

11

09

0

0

0

％

“

∞

63

10 2

13 7

珈喰部のみ

}全体
又+sd 47±02 34■ 09 21■ 06 13±05 84 3二L14 4 10 1 ■ 37

蚕  期
原 物 中 乾 物 中

乾 物 DCP TDN DCP TDN

蚕

蚕

蚕

秋

秋

春

初

晩

45 1

26 6

311 7

33

22

27

21 7

133

150

74
84
88

48 2

50 2

48 7

表-10 廃条サイレージの可消化養分量 (%) (福島畜試 )

り肥育前期に給与するのが最 もよいという結果

が給与試験から明らかにされている。

廃条サイ レージの家畜養分含有量は,乾物

中 (DM)の T D N48～ 50%,DCP74～ 88

%で一般には高蛋白,低カロリーの粗飼料とい

える。廃条サイレージ単一多量給与試験の結果

では,日本飼養標準の必要量に対して,乾物量

はほぼ充足されるが,DCPで は145～ 231%

と過剰になり,TDNで は67～91%と不足状態
になる。したがって乾草あるいはトウモロコシ

等のTDN含量の多い飼料と組合せて給与する

必要があることを示唆している
1'4な

5 条桑育廃条サイレージの経営経済的評

価

条桑育残漕の飼料化によって経営規模の拡大

と経営合理化を図る立場から,また,未利用資

源の飼料化によって粗飼料基盤の拡大並びに飼

料作物牛薦に代替されることから,如何に有利

に選択され利用されるかは利用畜種は勿論のこ

と経営収益性の如何にかかっている。

当然のことながらそこには経営方式や経営形

態 (畜産部門のウェイト),労働力事情など様々

な要因が相互に関連 しているといえる。そこで

それらを総合 した収益性を比較 して,廃条サイ

レージが他の粗飼料や購入飼料に比較 してその

代替性と比較有利性を持たなければならない。

従来,畜産経営における飼料作物をはじめ農

場副産物の中間生産物の経済性 (収益性)につ

いての評価はいくつかの方法がとられてきてい

る。

例えば,家畜部門を通 じて生産される最終的

な生産物である牛乳,牛肉 ,子牛生産で評価す

るいわゆる収益価・利用価による評価あるいは

購入濃厚飼料の市場価格で比較する成分価・ 費

用価 (当該研究の中では主としてこの方法が用

いられている)による代替価値評価などがあり,

しかも農民的経済視点でみるか,企業的経済視
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点でみるかなど経営条件を踏まえ,それぞれの

目的合理性をもつものとして実践されてきてい

る。

ここでは,未利用資源の有効利用という視点

では飼料的に活用された時点で有効性をもつわ

けで,そのための技術開発が進められてきたの

である。したがって,開発された廃条サイレー

ジがどの程度の経済性をもち,収益性に対 して

表一 ‖ 廃条サイレージの調製コス ト

寄与しうるかを明らかにしていく必要がある。

(1)廃条サイレージの生産費

まず,廃条サイレージの生産費についてみる

と表一■に示したように,k9当たり単価は群馬 ,

岩手の例では8～83円 となっている。費目構

成をみると両事例の間に若千の相異がみられ ,

岩手 (Y地域)の例ではセンター方式で調製し

た場合のコスト試算であり,群馬 (F地域)は

費   目
郡 馬 (F地 区 ) 岩 手 (I地 区 )

金   額 (円 ) 費 目 構 成 (%) 金   額 (円 ) 費 目構 成 (%)

廃 条 残 澄

添  加  剤
燃  料  費
ビニール材料費

償  却  費
修  理  費
労  働  費
資 本 利 子
計

917

1.075

183

1,667

2.583

1.917

8,342

109

129

22

20 0

310

23 0

100 0

ヽ

―

―

ゝ

―

―

プ

5,1“

717

268

1,700

151

8,004

飩

ヽ

１

１

ゝ

―

―

リ

90

33

212

19

llll1 0

表-12 廃条サイレージの費用価比較

名料飼

生 産 費 い)

(l kg当 たり)

飼料成分含有率 (%} 当
価聴用
ｍ

Ｍ
費
Ｄ
り
Ｔ
た 比 較 評 価

(%)T D N D C P

草

条

牧

廃

fvl'3-'/t4v-.t

イタリアンライ

(同上労働費を除 く)

購  入 粗  飼 料
稲    わ    ら
ビ ー ト ノヾ フレ プ

草乾牧

21 5

130

14 2

82

64

( 市価  )
311 0

62 7

70 0

154

184

23 7

142

142

38 0

67 2

52 4

11

26

23

24
24

11

455

62

1396

70 7

599

57 5

449

79 0

93 3

1336

(100)

(176)

(2o8)

(298)

００

　

５‐

　
“

５７

６７

％

注. 1 廃条サイレージ以外の生産費は農林水産省統計情報部「畜産物生産費調査」,田年度によ

る。

2 購入粗飼料の市価は農林水産省統計情報部「農村物価賃金統計」,58年度の全国平均購入

価格を用いた。



調査農家 (4戸 )の平均である
2'4な
これをTDN

ベースで成分価 ,費用価で比較すると表-12に

示すとおりである。デントコーンサイレージ 1

k9当 たり生産費215円 (全国平均),牧 草サ

イレージ130円 ,イ タリアン142円そして廃条

サイレージは平均8_17円 である。これをTDN

l k9当たり費用価に換算すれば廃条サイレージ

449円 となる。デントコーンサイレージの費用

価を100と して比較すると牧草サイレージ51,

イタリアンサイレージ43に対して,廃条サイレー

ジは41であって,デ ントコーンに比べて約 1/2の

比較的安い費用価で生産される。一方 ,流通粗

飼料として市価のある稲わら,ビー トパルプ ,

牧乾草と比較すれば,こ の場合廃条サイレージ

の労働費部分を除 くが,稲わら,ビートパルプ

の約 1/2.牧乾草では約 1/3程度の費用価で生産す

ることができ,費用価・成分価による経済性比

較ではかなり低廉な粗飼料であるといえる。た

だし,こ こでは稲わらの市価k9当 たり30円 ,牧

乾草同じく70円 ,ビー トパルプ63円 (昭 58年

農村物価賃金統計)の場合である。

(2)利用価評価法による廃条サイレージの

経済性

廃条サイレージの成分価・ 費用価による比較

有利性については上述のとおりであるが ,サ イ

レージの経済価値を,現実の酪農経営 ,肉用牛

経営の生産過程に参加するすべての条件を考慮

した状態の中で評価する必要がある。そこで ,

利用価評法を用いて畜産物生産過程からみた廃

条サイレージの収益性評価を試みた。利用価評

価については具体的にはつぎの算式を用いた。

α[(MP3+B)~P]― (Cl Pl+Ca P2)

したがって

Ⅸ =α [(MP3+3)一 P]― (C,Pl+C2P2)

α[(MP3+3)― P]― (CIPl+C2P2)

R

酪農経営では

乳量

副産物見積価額

企業者利潤

・.X=

但 し,

M:

B:

:給与飼料中の廃条サイレージ給与量

:給与飼料中購入飼料のECP飼料の給与量

:給与飼料中購入飼料の■N飼料の給与量

:給与飼料中DCP飼料の価格

:給与飼料中TDN飼料の価格

α:飼料費の産出価値に対する帰属係数

X:求める廃条サイレージの経済価値

この算式で重要なのは (α )で,これが給与

飼料の産出価値に対する利用価係数であり,畜

産経営収益の給与飼料への帰属係数である。α

は次式で示される。

α=[(企業者利潤を含む総収益 )

― (飼料費を除くその他の牛乳生産費用)]

■企業者利潤を含む産出価値

ここでは東北地域の酪農経営を対象に理論的

な計測を試みることにするが,細部に亘っての

前提条件は省略するとして,まず,乳牛 1頭当

たり産乳量6,130k,(乳脂3.2%換算),販売

乳価 (P3)88円 /1k9@, 1頭当たり粗収益

(M P31B)610,384円 とした。給与飼料への

帰属係数 (α )は0427と なる。

飼料給与 (RX)は年間22t(生草換算)と

し,う ち廃条サイレージは 1日 1頭当たり15k9

鮮 間7.8t)を給与する。年間家畜飼養の養

分必要量を日本飼養標準によりDCP404 5k9,維

持,増飼,産乳)TDN3,6184k9,養 分自給率
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58夕とし,不足養分量は購入飼料 (c,Pl+C2

P2)にて補充する。その場合,(ClPl)飼 料

として配合飼料を用い,(C2P2)飼 料とし

てはビートパルプ,ビール粕,澱粉粕を用いた。

その他の費用は「58年度畜産物生産費調査」東

北平均値を用いた。

この結果,自給飼料に帰属する粗収益は147,

155円と計測され, l k9当 たり自給粗飼料の利

用価は68円となる。これから更に廃条サイレー

ジについて給与量割合 (TDNベ ース)から計

測すれ
`“

.94円 となる。

これは,廃条サイレージの牛乳生産過程から

みた粗収益であり,経済的利用価評価額であ

る。これから前述の生産費を差引けば一般に言

われる純利益が計測できるわけであるが,牛産

費 (平均)817からすればマイナスの純利益と

なり,デントコーンサイレージやヘイレージに

比べれば利用価評価額と現状の生産コストから

みて経済的評価価値は高い。なお,労賃部分を

差引くと廃条サイレージは l k9当 たりの給与量

に対して06円程度の農業所得が得られる結果

となる。

このように,廃条サイレージの利用に当たっ

ては,デントコーンサイレージ,ヘイレージに

比べて有利な粗飼料ということができる。しか

し,=般的にはサイレージ給与方式の通年化が

進められている現状の中で,廃条の量的確保が

必要であり,そのための組織化問題が重要であ

る。また,廃条サイレージを含めてサイレージ

調製コストが一般には高いものとなっている。

機械利用の共同化,労働力の省力化による大量

調製によるコスト節減を図ることが当面の大き

な課題といえよう
lt

6 条桑育廃条循環利用の組織化

最後に廃条残漕の循環利用の組織化問題にふ

れてみたい。一般に,地域複合化の概念では

「二定の地域的広がりの中で,地域内農家 (群 )

が相互に連携し,分担・協力することによって ,

地域農業資源の組織的有効利用をはかり,経営

専門化と経営複合化のメリットを同時に追求し

うる生産体制を組織化すること」であると規定

されている
5:

いいかえれば,地域農業複合化は個別経営が

単独では対応又は解決することが出来ない問題 ,

ないしは,地域的なまとまりの中で解決する方

法が望ましい問題を一定地域の範囲で解決し,

地域として経営要素の補完・補合利用を図り,

地域全体として複合化の論理を貫徹させる仕組

みを作り出して行くプロセスとして捉えられる。

つまり,地域内の養蚕農家,畜産農家の部門間
。

経営間での循環方式によって中間生産物の有効

利用,地力向上による生産力増大,加えて副産

物の公害防止の排除等によって両者の生産完結

と利益を享受するものでなければならない。高

位地域複合化研究がねらいとしたのもまたそこ

にある。

対象地域における残澄の収集・利用の組織化

の動きについてみると,当該研究当初の状況で

は,主に自然発生的なグループによる交換利用

方式又は個別相対的な利用であつて,「養蚕残

澄=畜産物排泄物=稲わら」といつた中間生産

物の循環利用が一般的であった。しかし,廃条

サイレージや敷料化・ 堆肥化技術の開発によっ

て,その付加価値と量的確保,中間生産物の有

効利用という面から,地域内での複合化・組織

化の重要性が明らかとなってきた。そこで,そ

れぞれの地域では総括的な組織化モデルが提示
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されている。この中で,中間生産物としての廃

条利用をめぐる部門間 。経営間の連携について

岩手県一関市弥栄地区の事例を示すと図-5の

とおりである。

図-5 中間生産物利用方式
(岩手 :一関弥栄地区)

すなわち,養蚕主業農家→41E・ 製料センター

→畜産農家→水稲主業農家といった中間生産物

利用方式であって,それぞれ水稲部門の生産組

織体制の確立をはかり,養蚕・畜産部門では既

存組織の機能を一層充実強化した形で取り込ま

れ, 3部門の連携のもとに福合組織化体制を構

築する。その基軸として,堆肥センターを据え ,

それに資源利用の仲介機能を持たすというもの

である。

なお,他の資源別・要素別利用方式としての

土地利用,労働力利用,機械・施設利用等の組

織についても,包括的により上位の組織化,つ

まり地域農業複合化方式の総括モデルヘと組織

化されて行くことになる。

前述したように,場伏での組織化への動きは ,

いずれの地域でも現在農家が抱えている問題状

況からみて組織化について積極的な姿勢がみら

れないし,なかなかその気運も醸成されてこな

いのも事実であるが、要するに各部門毎の生

産完結と部門間の利益享受の論理,人間関係 ,

それらに必要な条件整備への努力の傾注がより

重要となる。
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